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※
1【
大
綱
質
疑
】提
出
さ
れ
た
議
案
に
つい
て
、詳
細
な
審
査
を
行
う
委
員
会
に
付
託
す
る
前
に
、大
ま
か
に
質
疑
を
行
う
も
の
。

■
施
政
方
針
に
つ
い
て

問
若
年
者
雇
用
拡
大
奨
励
金
交
付
制
度

に
つ
い
て
は
、
ば
ら
ま
き
に
な
る
懸

念
は
な
い
か
。

答
4
月
か
ら
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
、
定
年
延
長
な
ど
の
措
置

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
若
年
者
雇
用
環
境

が
一
層
厳
し
く
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

若
年
者
の
正
規
雇
用
を
増
や
し
て
い
た
だ
い

た
事
業
所
に
対
す
る
交
付
制
度
は
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
る
初
期
の
5
年

間
の
限
定
的
な
措
置
と
考
え
て
い
る
。

問
職
員
給
与
の
削
減
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

答
地
方
公
務
員
の
給
与
の
決
定
に
あ

た
っ
て
は
地
方
公
務
員
法
に
お
い

て
、
均
衡
の
原
則
に
照
ら
す
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
県
及
び
他
市
の
動
向
に
注
視
し
つ

つ
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問
政
権
交
代
が
あ
り
、
減
反
や
戸
別
所

得
補
償
な
ど
各
種
補
償
関
係
に
お
い

て
新
年
度
国
の
政
策
に
変
化
が
あ
る
の
か
。

答
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
制
度
名
称

を
経
営
所
得
安
定
対
策
と
改
め
つ

つ
、
交
付
金
額
、
要
件
等
の
内
容
は
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
と
基
本
的
に
同
じ
枠
組

み
で
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
三
条
市
は
、
一
日
も
早
く
地
域
経
済

を
安
定
し
た
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

国
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
を
活
用
し
な
が

ら
、
金
融
機
関
や
産
業
支
援
機
関
と
連
携
し

た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策
と
し
て
の
マ
イ
ナ

ス
金
利
融
資
制
度
（
限
度
額
１
５
０
０
万

円
、
利
率
1
・
9
％
、
期
間
7
年
）
を
創
設

す
る
が
、
そ
の
目
的
や
趣
旨
に
つ
い
て
。

答
マ
イ
ナ
ス
金
利
融
資
制
度
は
、
本
来

融
資
の
際
必
要
と
な
る
経
費
や
融
資

に
係
る
負
担
利
子
を
助
成
す
る
も
の
で
、
資

金
的
に
脆
弱
な
小
規
模
事
業
者
の
設
備
投
資

に
対
し
て
支
援
の
で
き
る
有
利
な
制
度
で
あ

る
。
国
の
補
助
率
は
３
分
の
２
で
、
上
限
は

1
0
0
0
万
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
３
分
の
１

以
上
の
自
己
資
金
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

補
助
金
は
事
業
完
了
後
に
交
付
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
つ
な
ぎ
資
金
も
必
要
と
な
る
も
の
で

あ
る
。問

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
安
定
し
た
支
援
体
制
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

答
若
者
支
援
の
中
心
的
機
関
と
し
て
相

談
か
ら
就
労
、
自
立
へ
と
導
い
て
い

る
。問

二
〇
一
四
年
問
題
の
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
北
陸
新
幹
線
の
長
野
か
ら
金
沢
間
の

開
業
後
に
上
越
新
幹
線
の
本
数
の
削

減
、
観
光
・
経
済
へ
の
影
響
、
並
行
在
来
線

の
維
持
・
継
続
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
は

上
越
新
幹
線
活
性
化
同
盟
会
に
加
入
し
て
、

恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
、
産
業
や
経
済
、

観
光
な
ど
地
域
振
興
と
圏
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。

問
街
路
灯
や
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
向
け
て
事
業
規
模
の
手

続
き
を
検
討
し
て
い
る
。
リ
ー
ス
会
社
か
ら

導
入
調
査
、
取
り
替
え
及
び
維
持
管
理
を
一

括
で
募
集
し
、
業
者
を
決
定
し
て
い
き
た

い
。

問
通
学
路
の
歩
道
整
備
に
お
い
て
合
同

点
検
に
よ
る
改
善
工
事
は
ど
う
か
。

答
昨
年
の
危
険
箇
所
の
合
同
点
検
で

は
、
44
カ
所
の
要
対
策
箇
所
で
実
施

済
み
が
7
カ
所
、
今
後
対
策
予
定
が
市
で
は

32
カ
所
、
県
が
3
カ
所
、
国
が
2
カ
所
で
あ

る
。
詳
細
の
学
校
別
要
対
策
箇
所
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

問
若
者
の
就
職
が
大
変
な
状
況
の
中
、

若
年
者
雇
用
拡
大
奨
励
金
交
付
制
度

を
創
設
す
る
が
効
果
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん

で
い
る
か
。
雇
用
安
定
化
事
業
補
助
金
の
効

果
は
。答

こ
の
制
度
に
よ
る
雇
用
見
込
み
は
、

各
方
面
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
初

年
度
1
1
0
人
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

雇
用
安
定
化
事
業
補
助
金
で
国
の
中
小
企
業

緊
急
雇
用
安
定
化
助
成
金
を
活
用
す
る
た
め

の
手
数
料
を
助
成
し
、
解
雇
や
失
業
の
防
止

に
役
立
て
る
。

■
平
成
25
年
度
予
算
概
要
に
つ

い
て

問
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
で
三
条
市
に
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答
平
成
24
年
度
3
月
補
正
予
算
と
合
わ

せ
て
総
額
で
約
1
0
9
億
4
0
0

0
万
円
の
事
業
費
を
確
保
し
つ
つ
、
一
般
財

源
の
負
担
が
約
5
億
4
0
0
0
万
円
ほ
ど
圧

縮
が
で
き
た
。
ま
た
平
成
25
年
度
は
効
果
額

を
活
用
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
例
年

に
比
べ
て
2
割
程
度
の
事
業
費
を
増
額
計
上

し
た
。

■
議
第
1
号

問
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
併
設
基
幹
病
院

に
関
し
て
今
後
、
市
が
担
う
べ
き
役

割
は
何
か
。

答
今
後
は
再
編
対
象
と
な
る
燕
労
災
病

院
、
三
条
総
合
病
院
の
経
営
主
体
、

県
、
医
療
関
係
者
が
主
体
的
に
検
討
を
重
ね

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
5
市
町
村
は
当
事
者

が
議
論
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
、
過
度

な
発
言
を
し
な
い
な
ど
立
ち
位
置
を
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。

■
議
第
2
号
及
び
議
第
25
号

問
来
年
度
国
保
会
計
で
5
0
0
0
万
円

の
特
別
調
整
交
付
金
が
入
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
税
率
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る

の
か
。答

予
定
の
特
別
調
整
交
付
金
が
入
っ
て

こ
な
い
場
合
は
、
法
定
外
繰
り
入
れ

が
再
出
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
議
第
9
号

問
債
務
負
担
行
為
補
正
、
コ
ン
パ
ク
ト

ス
ト
ア
ま
ご
こ
ろ
原
状
回
復
の
経
費

負
担
に
つ
い
て
。

答
買
い
物
弱
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
。
最

後
の
最
後
ま
で
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

コ
ン
パ
ク
ト
ス
ト
ア
ま
ご
こ
ろ
が
約

2
年
1
カ
月
で
閉
店
と
な
っ
た
が
そ

の
理
由
に
つ
い
て
。

答
ま
ご
こ
ろ
の
開
店
が
契
機
と
な
り
、

ま
だ
こ
の
地
域
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
あ

い
で
ん
本
町
店
の
開
店
に
つ
な
が
っ
た
と
捉

え
て
お
り
、
ま
ご
こ
ろ
は
一
定
の
役
割
を
果

た
し
た
と
考
え
て
い
る
。

■
議
第
25
号

問
国
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
調
整
交

付
金
（
特
特
調
）
が
来
な
く
な
っ
た

の
は
被
保
険
者
の
せ
い
で
は
な
く
、
こ
れ
を

被
保
険
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
の
は
お
か
し

い
と
い
う
理
由
で
23
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

国
保
会
計
に
１
億
３
０
０
０
万
円
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
行
っ
た
。
１
億
３
０
０
０
万
円

は
過
去
の
特
特
調
の
平
均
だ
。
25
年
度
は
特

特
調
が
5
0
0
0
万
円
し
か
見
込
め
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
差
額
の
８
０
０
０
万
円
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答
特
特
調
の
不
交
付
は
被
保
険
者
の
責

め
に
帰
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
相
当
す
る
額
を
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰

り
入
れ
し
、
税
率
を
設
定
す
る
ル
ー
ル
を
構

築
し
た
。
特
特
調
が
入
っ
て
く
る
以
上
は
、

本
来
の
趣
旨
で
あ
る
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
り
入
れ
は
差
し
控
え
る
べ
き
だ
。

■
議
第
28
号

問
市
長
は
こ
れ
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
自
発
的
に
検

討
は
し
な
い
と
答
弁
し
て
き
た
。
今
回
の
拡

充
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
自
発
的
な
検
討
と
は
違
う
外
的
な
要

因
に
伴
う
も
の
。
一
つ
は
県
の
制
度

の
設
計
変
更
。
も
う
一
つ
は
、
同
じ
考
え
方

の
長
岡
市
、
見
附
市
が
同
様
の
方
向
を
打
ち

出
し
た
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

■
議
第
36
号

問
退
職
手
当
の
改
正
に
伴
い
、
駆
け
込

み
退
職
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
た

が
、
三
条
市
で
も
あ
り
得
る
の
か
。

答
今
年
度
の
普
通
退
職
者
の
退
職
理
由

は
、
家
庭
の
事
情
、
健
康
上
の
理
由

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
こ
の
改
正
に
伴
っ
て

退
職
す
る
者
は
い
な
い
。

問
退
職
手
当
の
引
き
下
げ
を
2
段
階
で

行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

は
。答

退
職
手
当
の
官
民
格
差
を
調
整
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
調
整
率
を

1
0
0
分
の
95
、
1
0
0
分
の
87
と
段
階
的

に
引
き
下
げ
る
も
の
で
あ
る
。

今
定
例
会
で
は
、
全
6
会
派
が
大
綱
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

※
1

？市
政
の

問
い
ま
し
た
を

3
月定

例
会

大
綱
質
疑

大 綱 質 疑 		




